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Ⅰ．序論
　近年，医療の高度化，療養の場や国民のニーズの多様
化に的確に対応し，国民に良質な看護サービスを提供す
るために，看護師の資質，能力の向上がいっそう求めら
れている 1）．患者に直接影響する看護サービスの質向上
のためには，看護師としての成果や業績の達成が求めら
れており，具体的には看護技術の習得やマニュアルの作
成，業務改善などを，質・量的及び時間の観点でより高
度なレベルの状態を目差して達成することと捉えられて
いる 2）．すなわち，看護師の資質，能力の向上が看護師
の成果や業績の達成につながり，看護ケアの質向上に結
びつくと考えられる．
　看護の分野においては，成果・業績の達成に影響を
与える個人的な要素の一つにモチベーション 3）があり，
看護師のケアの質向上にモチベーションが与える影響は
大きい．産業心理学分野のMeierが示した「職務上の業
績＝能力×モチベーション」という方程式には，知識
や技術などの能力とモチベーションの積で職務上の業績
が表され 4），モチベーションが個々の能力と同様に重要
であることが示されている．また，「コンピテンシー」
の概念の一つである動因（Motives）は，ある個人が行
動を起こす際の要因と説明され，行動（Behavior）の
引き金になり，職務成果（Job Performance）に影響を
及ぼすとされる 5） 6）．さらにモチベーションについて，
Suominen 7）らは，動機づけられた看護師は動機づけら
れていない看護師よりも，より行動的，言語的にエンパ
ワメントすると報告しており，看護の分野においても，
モチベーションは成果・業績の達成に影響を与える個人
的な要素の一つとして重要であるといえる 3）．
　したがって，本研究では看護師の成果・業績に寄与す
ると考えられる個人的要素の一つであるwork motivation
（職務に関するモチベーションとして，以下ワーク･モチ
ベーションとする）に着目することとした．
　欧米看護師のワーク･モチベーション研究を概観する
と，1970年代から，看護師の仕事継続性への関心が高ま
りモチベーションの研究が始まった 8）9）．1980年代はモ
チベーションと看護師の生産性（効率）に関する研究が
散見され10）11），2000年当初より現代的なワーク・モチベー
ションの概念として，ニード，性格，価値，環境，態度
などを枠組みとした研究がされ，それらの概念を統合し
たモデルが提唱されている12）．しかし，それぞれの文献
におけるワーク・モチベーションの定義はさまざまであ
り，動機づけられた労働者を育て、支援する包括的なガ
イドラインは現在においても作成されていない13）．一方
わが国のワーク・モチベーションに関する研究では，平
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川によると2000年頃より，離職やバーンアウトの問題
から看護師のワーク・モチベーションが注目され，それ
に影響を与える個人要因や環境要因，離職の要因などに
着目した研究から看護師のモチベーション・マネジメン
トが今後の課題であると指摘されている14）．
　ワーク・モチベーション測定尺度に着目すると，欧米
では，産業組織分野で従業員を対象に開発された尺度
を看護師に援用しており15）～17），看護師を対象に開発さ
れたワーク・モチベーション尺度は 1 件のみである18）．
国内では佐野らの「看護師の仕事意欲尺度」19）を用い
た研究が蓄積されているが20）～22），統計的に尺度の構成
概念妥当性を検討された文献はない．
　また，看護師におけるワーク・モチベーションの定義
について言えば，ワーク・モチベーションを内発的側
面から定義し，その要因を明らかにしている研究が多
く 7 ），看護師の成果あるいは業績の側面からワーク・モ
チベーションを定義した研究は皆無である．しかし，看
護の質向上が求められている中，モチベーションを単な
る「やる気」と捉えるのではなく，看護師の成果・業績
の達成を志向するような個人的要素として，ワーク・モ
チベーションの構成概念を再考し，研究成果を蓄積する
必要があると考える．そして，その定義に基づき観測変
数を構成し，統計学的に妥当性が検討された看護師独自
のワーク・モチベーション測定尺度を開発することが急
務であろう．
Ⅱ．研究目的
　本研究は，看護師の成果に結びつくと考えられるワー
ク・モチベーション測定尺度の開発に関する指針を得る
ことをねらいとして，看護学領域とも関係すると思料さ
れる国内，国外のワーク・モチベーション測定尺度の研
究業績を統計学的な視点から批判的論評を行うことを目
的とした．
Ⅲ．研究方法
　分析のための文献収集の方法は，国内文献の検索に
は「医中誌Web版」を用い，検索キーワードは，「看護
師」「ワーク・モチベーション」「仕事意欲」として検索
し，原著論文で絞込みを行った．海外文献の検索には
「Pub med」を用い，検索キーワードは「nurse」「“work 
motivation”」とした．検索された文献について，以下
の⑴～⑺の選定基準に従い，対象文献を選定した．⑴国
内文献は日本語または英語で書かれたものとし，海外文
献は英語で書かれたもの，⑵対象を看護師としたもの，
⑶work motivationを測定するための尺度が使用され，
尺度の説明が明示されており実証的な研究であるもの，
⑷原著論文で，かつ学術論文であるもの，⑸文献の取り
寄せが可能なもの，とした．ただし，⑹使用尺度の開発
過程が不明な場合は，開発過程が明示された研究業績を
追加し分析対象に含めること，また，⑺重複している文
献は削除することとした．
　以上のもとに収集した研究業績に対し，尺度開発にお
ける妥当性のうち内容的妥当性及び構成概念妥当性の側
面から，それぞれに適切な統計学的手法がなされている
か検討した．すなわち内容的妥当性は，①探索的因子分
析の因子の推定法が，最尤法もしくは最小二乗法を用い
てなされているか23）24），②因子抽出における因子軸の回
転法は直交回転ではなく斜交回転であるか23）25），の二側
面を評価基準とした．構成概念妥当性は，③構造方程式
モデリング（Structural Equation Modeling）を用いて確
認的因子分析がなされているかを評価基準とした26）．
Ⅳ．結果
1．文献検索で抽出した論文の概要
　医中誌Webで①「看護師」and「ワーク・モチベーショ
ン」で検索後、原著論文で絞込んだ結果11件，②「看
護師」and「仕事意欲」で検索後、原著論文で絞り込ん
だ結果33件の国内文献が抽出された．海外文献はPub 
medで「nurse」and「“work motivation”」で検索の結
果49件の文献が該当した．前項の研究方法で示した⑴
～⑺の選定基準に沿って選定をすすめ，使用尺度の開発
過程が示されていないものについては，基となる尺度開
発の論文 3 件を追加で取寄せ27）～29），最終的に国内文献
1 件，海外文献12件の計13件を分析対象とした（表 1）．
　調査対象者については，看護師を対象とした研究業績
は10件であり15）～19），30）～34），他 3 件は企業の労働者や従
業員を対象とした研究であった27）～29）．
　分析対象とした13件の論文で使用された尺度は 5 種類
で，①JDS（The Job Diagnostic Survey，以下JDSという）
を用いた調査が 2 件16）27），②Intrinsic Job Motivation
（ 6 項目）を用いた研究が 3 件15）28）30），③看護師の仕
事意欲測定尺度を用いた研究が 1 件19），④RPPE scale
（Revised Professional Practice Environment scale，以
下RPPE scaleという）を用いた研究が 4 件18）31）～33），⑤
MAWS（The Motivation at Work Scales，以下MAWS
という）を用いた研究が 3 件であった17）29）34）．
　上記 5 種類の尺度のうち看護師を対象に開発された
尺度は 2 種類であり，①看護師の仕事意欲尺度19）と，
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表 1　看護師のワーク・モチベーションに関する測定尺度を用いた研究業績
著者（年），国 タイトル 対象者 使用尺度 研究概要
1 Hackman, J.R.,et al.（1975）,U.S
Development Of the Job 
Diagnostic Survey
N=658
employees
JDS
（Job Diagnostic Survey）
JDSの信頼性と妥当性に
ついて検討した．
2 Warr, P., et al.（1979）,UK
Scales for the measurement of 
some work attitudes and aspects 
of psychological well-being
Study1 N=200
Stude2 N=390
blue-collar
male workers
Intrinsic Job Motivation
肉体労働者を対象に労働
生活の質に関連する8つ
のスケールについて検討
した．
3 Edgar, L.（1999）,Canada
Nurses' Motivation and 
its Relationship to the 
Characteristics of Nursing Care 
Delivery Systems: A Test of the 
Job Characteristics Model
N=1146
hospital nurses
JDS
（Job Diagnostic Survey）
看護師の意欲と看護ケア
提供システムの特性との
関係について検討した．
4
Janssen, P. P.,
et al.（1999）,
Netherlands
Speciﬁ c determinants of intrinsic 
work motivation, burnout and 
turnover intentions: a study 
among nurses
N=156
hospital nurses Intrinsic Job Motivation
看護師を対象に，内発的
な仕事の動機づけ，バー
ンアウトと転職意向の決
定要因について検討し
た．
5 佐野明美ら,（2005）,日本 看護師の仕事意欲測定尺度の作成
N=158
病院看護師
（准看護師含む）
看護師の仕事意欲測定尺度
看護師の仕事意欲測定尺
度の信頼性と妥当性を検
討した．
6
Van den berg,
T. I.,et al.（2008）,
Netherlands
The work setting of diabetes 
nursing specialists in the 
Netherlands: A questionnaire 
survey
N=1253
hospital nurses
N=113
Nursing home
caregivers
N=350,DSNs
Intrinsic Job Motivation
糖尿病専門看護師の職業
組織が病院や養護老人
ホームで働く看護師と異
なるかどうか調査した．
7
Erickson, J. I.,
et al.（2009）,
U.S.A
Psychometric evaluation of the 
Revised Professional Practice 
Environment （RPPE） scale
N=1550
hospital nurses
（6 clinical）
RPPE
（Revised Professional 
Practice Environment）
scale
RPPE（改訂版専門的実践
環境）scaleの信頼性，妥
当性について検討した．
8
Charalambous.,
et al.（2010）,
Finland
Individualised care and 
the professional practice 
environment: nurses' perceptions.
N=207
hospital nurses
and nurse
managers
（3hospital）
RPPE
（Revised Professional 
Practice Environment）
scale
看護師の個別ケアと専門
的実践環境の認識につい
て検討した．
9
Gagne, M.,
et al.（2010）,
Canada
The Motivation at Work Scale: 
Validation Evidence in Two 
Languages
N=881
Canadian
workers
N=249
French
Canadian
workers
MAWS
（The Motivation at Work 
Scales）
MAWSの信頼性と妥当
性を検討した．
10 Ditomassi, M.（2012）,U.S.A
A Multi-instrument Evaluation 
of the Professional Practice 
Environment
N=1404
hospital nurses
RPPE
（Revised Professional 
Practice Environment）
scale
組織の特性と看護師の仕
事の満足度の関連につい
て検討した．
11
Suhonen, R.,
et al,（2013）,
Finland
The associations among the 
ethical climate, the professional 
practice environment and 
individualized care in care 
settings for older people.
N=874
hospital nurses
（working clinically 
i n o l d e r p e op l e 
care setting）
RPPE
（Revised Professional 
Practice Environment）
scale
看護師を対象に，高齢者
のケア環境における倫理
的な風土，専門的な練習
環境，個別的な介護の関
連性を調査した．
12
Battistelli, A.,
et al.（2013）,
France
Mindsets of Commitment and 
Motivation: Interrelationships 
and Contribution to Work 
Outcomes
N=487
hospital nurses
MAWS
（The Motivation at Work 
Scales）
コミットメントとモチベー
ションの関連と，仕事成
果との相互関係と貢献に
ついて調査，検討した．
13
Toode, K.,
et al.（2014）,
Finland
Hospital nurses' work motivation N=20hospital nurses
MAWS
（The Motivation at Work 
Scales）
病院看護師の個人や組織
の背景要因と働く意欲の
関連を調査した．
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②RPPE scale18）であった．他 3 種類は企業の労働者や
従業員を対象に開発されたものであった．
2  ．看護師のワーク・モチベーションに関する測定尺
度の概要
　前項で述べた①から⑤の尺度のうち，①JDS，②
Intrinsic Job Motivationは質問項目のみで構成され，他
方，③看護師の仕事意欲測定尺度，④RPPE scale，⑤
MAWSは尺度化されていた．上記尺度の①から⑤の概
要は以下のとおりである．
　①JDSは， 7 種類の異なる職種の従業員を対象とし
開発した仕事診断調査である27）．仕事上の情緒的反応
の 1 変数にInternal work motivation（内発的仕事意
欲）を配置し，「内発的な仕事意欲は，仕事への感情反
応の一つで，従業員が仕事において効果的に作業するた
めに自ら動機づけられる程度であり，効果的に働けばポ
ジティブな内的感情を経験し，不十分な時はネガティブ
な内的感情を経験する」と定義している．質問項目は
6 項目で，その一つに「I feel a great sense of personal 
satisfaction when I do this job well.（私はこの仕事がう
まくいく時，個人的な満足感をよく感じます．）」があり，
回答は「私は強く同意する： 7」から「私は強く同意し
ない： 1」の 7 段階評価としている．
　②Intrinsic Job Motivationは，労働者へのインタ
ビューを通して開発された 8 つの構成要素が含まれた
「仕事態度と心理的幸福感の側面を測定するためのス
ケール」のうちの 1 つであり，「内発的な仕事意欲は人
の満足度を達成するために，彼または彼女の仕事がうま
くいくように望んでいる程度」と定義されている．前述
のJDSの 6 つの質問項目で構成されている28）．
　③看護師の仕事意欲測定尺度は，看護師を対象に開発
された尺度であり19），仕事意欲の定義は「仕事そのもの
から動機付けられて生じる気持ちであり，仕事に対する
自信や熱意，動機の強さにより支持される」である．質
問項目は「モラール等変数」の下位尺度に含まれる 8
項目と佐野ら作成の 7 項目で，計15項目から構成され
ている．回答は「非常に思う：5 点」から「全く思わない：
1 点」の 5 段階評定法とし，仕事意欲が高いほど得点
が高くなるように設定されている．
　④RPPE Scale（改訂版専門的実践環境スケール）は，
臨床医の実践環境の有効性を評価するため開発された
PPE Scaleの改訂版であり18），看護師の組織特性を測
定する尺度である． 8 つの下位因子で構成され，その
一つにモチベーションを測定する因子internal work 
motivation（内発的な仕事意欲）がり，他にhandling 
disagreement and conﬂ ict（不一致や対立を取り扱う）
やleadership and autonomy in clinical practice（臨床
実践におけるリーダーシップと自律性）などがある．
「internal work motivationは，賃金，監督，または同僚
などの外的要因から完全に独立し，自己発生的な励みで
ある」と定義され，質問項目は「この職場で働くことは，
新しい知識と技術を得る機会を私に与えてくれる．」な
ど 8 項目から成り，回答は「とてもそう思う：4」から「全
くそう思わない： 1」の 4 段階評価で設定されている．
　⑤MAWS 29）は，自己決定理論を概念枠組みとし，
2 つの異なる言語（英語とフランス語）を話す従業員
を対象に開発された．尺度は 4 つのタイプ（ 4 因子：
Intrinsic motivation，Identiﬁ ed Regulation，Introjected 
Regulation，External regulation）のモチベーションで
構成され，それぞれに質問項目 3 項目，計12項目で構
成されている（表 3）．MAWSは，「あなたがこの仕事
をしている理由として，どの程度当てはまるかを示して
ください」という質問に対し，「全くそのとおり： 7」
から「全くない： 1」の 7 段階で回答するようになっ
ている．
3  ．看護師のワーク・モチベーションに関する測定尺
度の内容的妥当性の検討
　批判的論評に資する測定尺度は，①JDS，②Intrinsic 
Job Motivation，③看護師の仕事意欲測定尺度，④
RPPE Scale，⑤MAWS，の 5 種類の尺度とした．
　まず，看護師のワーク・モチベーションに関する測定
尺度の内容的妥当性について，上記 5 種類の尺度のう
ち探索的因子分析の記載は論文中にはされて無かった
が，分析結果などから，②Intrinsic Job Motivation 28）
及び③看護師の仕事意欲尺度19）は探索的因子分析がな
されていると判断した．④RPPE Scale18）は主成分分析
が実施されていた．
　探索的因子分析の過程で因子の推定法に最尤法もし
くは最小二乗法を用いているものは無く，③看護師の
仕事意欲尺度は主因子法を用いており，②Intrinsic Job 
Motivationと④RPPE scaleの推定法は明確に記載され
ていなかった28）18）．因子抽出における因子軸の回転法
については，斜交回転が行われていた尺度は無く， 3
種類の尺度②Intrinsic Job Motivation，③看護師の仕事
意欲尺度，④RPPE scaleはいずれも直交回転で分析が
行われていた．③看護師の仕事意欲尺度に直交回転を用
いた理由は，概念が単一の要素であることが想定され
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ず，複数の下位尺度で構成されると推測したことによる
ものであった．①JDSについては，探索的因子分析の実
施の有無や因子抽出法，回転法は明確に記載されていな
かった16）27）．
4  ．看護師のワーク・モチベーションに関する測定尺
度の構成概念妥当性の検討
　看護師のワーク・モチベーションに関する測定尺度の
構成概念妥当性についてであるが，①JDS，②Intrinsic 
Job Motivation，③看護師の仕事意欲測定尺度，④
RPPE Scale，⑤MAWS，の 5 種類の測定尺度のうち，
確認的因子分析がされていたのは，⑤MAWSのみで
あった29）．
　以上，①から⑤の 5 種類の看護師を対象としたワー
ク・モチベーション測定尺度に関する妥当性を内容的妥
当性及び構成概念妥当性に着目し，統計学的側面から分
析した結果は（表 2）に示したとおりである．
Ⅴ．結論
　本研究は，看護師の成果に結びつくと考えられるワー
ク・モチベーション測定尺度を開発するに当たり，看護
師を対象とした国内，国外のワーク・モチベーション測
定尺度の研究業績を統計学的な視点から批判的論評を行
うことを目的に行った．
　検索した学術論文において，数量化をねらいとして開
発されたワーク･モチベーション測定尺度は①JDS（The 
Job Diagnostic Survey），②Intrinsic Job Motivation，
③看護師の仕事意欲測定尺度，④RPPE Scale （Revised 
Professional Practice Environment Scale），⑤MAWS 
（The Motivation at Work Scale），の 5 種類であった．
これら 5 種類の尺度のうち，内容的妥当性及び構成
概念妥当性を十分に備えているとみなされた尺度は⑤
MAWSのみであった．本研究において用いた統計的評
価基準が尺度の妥当性を評価するすべての方法ではない
が，内容的妥当性及び構成概念妥当性が確認されたワー
ク･モチベーション測定尺度があることが明らかになっ
表 2　ワーク・モチベーション測定尺度の内容的妥当性及び構成概念妥当性
ワーク･モチベーション測定尺度
内容的妥当性 構成概念妥当性
探索的因子分析 確認的因子分析
分析の実施 最尤法または最小二乗法 斜交回転 分析の実施
① JDS（Job Diagnostic Survey） 不明 不明
② Intrinsic Job Motivation ○ 不明 ×バリマックス回転 ×
③ 看護師の仕事意欲測定尺度 ○ ×主因子法
×
バリマックス回転 ×
④ RPPE scale（Revised Professional Practice Environment scale）
×
主成分分析 不明
×
バリマックス回転 ×
⑤ MAWS（The Motivation at Work Scales） ○
表 3　 MAWS（The Motivation at Work Scales） 29）
質問「あなたがこの仕事をしている理由として，どの程度当てはまるかを示してください」
Intrinsic Motivation 内発的な動機づけ
　1. Because I enjoy this work very much 　1. 私はこの仕事が楽しいからだ
　2. Because I have fun doing my job 　2. 私は私の職務をこなすのが楽しいからだ
　3. For the moments of pleasure that this job brings me 　3. この仕事が私にもたらす喜びの瞬間のためだ
Identiﬁ ed Regulation 取り入れられた調整
　1. I chose this job because it allows me to reach my life goals 　1. この仕事を選んだのは人生のゴールに到達できるからだ
　2. Because this job fulﬁ lls my career plans 　2. この仕事は私のキャリアプランを実現してくれるから
　3. Because this job ﬁ ts my personal values 　3. この仕事は私の個人的な価値にフィットしているから
Introjected Regulation 無意識に組み込まれた調整
　1. Because I have to be the best in my job, I have to be a “winner” 　1. 私は「勝者」になりたいから私の仕事でベストを尽くす
　2. Because my work is my life and I don’t want to fail 　2. 私の仕事は私の人生で，落第者になりたくないから
　3. Because my reputation depends on it 　3. 私の評判が仕事に依存しているから
External Regulation 外発的な調整
　1. Because this job aﬀ ords me a certain standard of living 　1. この仕事は私に特定の生活水準を与えるから
　2. Because it allows me to make a lot of money 　2. 多くのお金を与えてくれるから
　3. I do this job for the paycheck 　3. 私は給料のためにこの仕事をしている
回答は「全くそのとおり： 7」～「全くない： 1」の 7 段階評価である．和文は筆者が作成した．
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た．⑤MAWSの質問項目（表 3）を見ると，「なぜそ
の仕事をしているのか」など，勤務理由を問う内容であ
り，就労意欲維持につながる背景要因などの調査には有
用なツールとなろう．
　しかし，⑤MAWSは必ずしも看護師を対象に開発さ
れた尺度ではない．職務自体の特性や，個人と組織の適
合はモチベーションに影響を与える35）と言われている
ことを勘案するなら，看護師職務の文脈を重視したワー
ク・モチベーション測定尺度の開発が急務である．そし
て，適切な統計手法を用いて尺度が開発されるならば，
組織的に看護師のワーク・モチベーションを支援するシ
ステムを構築するとともに看護師の成果や業績を高める
ための施策の考案も可能となろう．
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